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中クエン酸量，血中カノレν ワム量，血中マグネ V ワム量の変動をみるとともに，それらに対する
CっrtiS)~ìe， Insulin 等の作用について調べ， Cortisone, Insulin 等の投与によってそれらの変動に抑制作
用のあることを知った。次いで実験町で Cortisone の抑制作用と関係の深いと考えられる副腎の摘出





















エン酸，カノレν ワム量の変動のあることをたしかめ，またそれらが Glucocorticoid ， Insulin 投与によ
って抑制されることをたしかめ，次いで副腎摘出によってクエン酸・カノレV クム量の増加した動物が
歯科矯正刺激に対して，その増加に変化を示さないが， Glucocorticoid で正常値に低下すること，又
動物で歯科矯正刺激後 4 時間では副腎中のアスゴノレピン酸量が低下するが， 48時間後にはもとの値に
もどることなど，歯科矯正刺激によって誘発される現象は H.Selye の General adaptation syndrome 
に属するものと考えられる口そして保定期間中の矯正患者にアスコノレピン酸 500 ,..._, 1, 000 mg/ day 投
与が有効であることを認めた。
以上本論文は従来明らかでなかった，矯正治療中の全身的におこる変化について研究されたもので
あり，歯科矯正学の分野においては新着想であり，この点特にすぐれ，また研究の実績も認められ，
歯学博士に値するものであることを認める。
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